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Cretaceous System of southern area of Katsuura-gawa,
　　　　　　　　　　　TokushimaPrefecture
　　　　　　　　MasayukiTashiro and SeijiMatsuda
　Abstract : The Cretaceous System of the southern area of Katsuura-gawa, Tokushima
Prefecture, Shikoku, is divided into the Shobu, Mamidani, Nakaizu and Ikuna （？）
Formations in accending orders. The Shobu Formation is characterized by the　brack-
ish-water bivalve fossils, and composed of mainly conglomelate in the lower part and
sandy facies in the upper part. The Mamidani Formation is composed of mainly dark
gray muddstones. Several Aptian bivalves and amrhonites are usually found from the
muddstone. The Nakaizu Formation is composed of sandy facies in the lower part
and muddy facies on the upper part.　Several brackish-water bivalves occur from the
lower part.　Shallow marine bivalves (Aptian) are found from commonly the upper part.
The Ikuna （?) Formation is ＣｏｍｐｏＳｅｄ‘of sandy facies, characterized by the occurrence
of Ｐtｃｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s.) c{. ｙｏｆｅｏ:ｙａｍ,ai.The Cretaceous System of this area is un-
doubtedly correlated with the Nankai Group of the Monobe Area, Kochi　Prefecture,
judging from the characteristics of rock facies and moUuscan faunas.
は　　じ め　　に
　徳島県勝浦川流域南方に分布する白亜系について，従来，小林・窟(1941),平山・山下・須鎗・
中川(1956),小川(1971)などの報告がある．このうち平山らは，白亜系を菖蒲層・狸谷層・中
伊豆層の３層に区分し，それぞれ高知統・有田統・宮古統下部階に対比した．その後小川は，鳥の
巣層群の一部と上記の３層を一括して中伊豆層として再定義し鳥ノ巣層群～下部領石層群に相当す
るとした．このように，本白亜系は，研究者によってその層序区分や時代が大きく異なるなど問題
点が多かった．
　今回筆者らは，本地域より採集した二枚貝化石を中心にしていくつかの新事実を認めたので報告
する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　地　質　の　概　要
　本地域の白亜系のうち菖蒲層は，小林・窟(1941)により，上伊賀町菖蒲付近に分布する疎岩・砂
岩・泥岩互層からなる部分について命名され，産出する汽水生二枚貝ｲﾋ石, Hayamina naumanni
により高知統であるとされた．平山・山下・須鎗・中川(1956)は，勝浦町南方狸谷に分布する泥
岩，砂岩・泥岩互層に優勢な部分について狸谷層として定義し，菖蒲層の上位層であるとした．
さらに平山ら(1956)は，狸谷西方中伊豆付近に分布する砂岩優勢な部分を中伊豆として定義し，
白亜系全体を下位より，菖蒲層（領石統）・狸谷層（有田統）・中伊豆層（宮古統下部階）の３
層に区分した．しかし，小川(1972)は，上記の３層は一連の地層であるため一括して中伊豆層
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図１．調査地域位置図および，勝浦川流域白亜系の分布略図．本論文では，
　　L. Cretaceous (S.)の部分を取りありかっている．
として再定義し，岩相および層序的に鳥ノ巣層群～下部領石層群（立川層の下位層）に相当す
るとした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，
　今回の調査により，筆者らは，平山らの地層区分とは若干異なるが，３層に区分するのが妥当で
あるため，平山らの地層名をそのまま踏襲して菖蒲層・狸谷層・中伊豆層を再定義した．
　なお，中伊豆層の上位には，一部，田代・川路(1985)の生名酒のものと思われる砂岩層が分布
する部分もある．
　　　　　　　　　　　　　　　　各層の分布と岩相
　菖蒲層(Shobu Formation)
　模式地：相生町竹ケ谷．上伊賀町菖蒲付近にちなんで本層名が付けられたが，菖蒲では上限が断
層で境されており，また現在では露頭が良くないので模式地としては竹ケ谷を採用する．
　分布：本層は，上伊賀町菖蒲から勝浦町狸谷付近まで南側（一部北側）を断屈で断たれて細長く分布
しており，そのうち，菖蒲～相生町内山間では鳥ノ巣層群の北側に分布している（詳細は地質図参照）．
　岩相：本層は層厚約270 m で岩相上，下部層と上部層に分けられる.
（下部層）鳥ノ巣層群の泥岩層と断層で接し，基底部には層厚約30 r!1の疎岩層がある．映岩は数cm
～15 cm （まれに30 cm に達するものもある）程度め砂公・チャサド・花肉岩などの円疎で淘状は
不良である．つづいて薄い砂岩を挾み黒色泥岩が載る．泥岩中には，植物片を含む部分も見られるに
　（上部層）上部層基底部にも，下部層のものとほぼ同じような疎岩筋があるが，場所によって厚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血．　ｊさが異なり，ほとんど見られない所もある．本部層最上部叱は√厚さ70-80 m の砂岩・泥岩互
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表１．各層からの産出化石，番号は地質図（図2’）中の産地番号を示す
層が載る．この砂岩・泥岩互層は，上部ほど泥の挾みが多くなり，狸谷層へと変わる．なお，本互層
の中部には，ｉ～２枚のカキや巻貝の薄い密集層があり’，吉ケ平南方から竹ケ谷まで追跡可能でキー
^゛ツドとして利用できる．そして，これとほぼ同所的に，ＨａＮａｎａｉｎａ ｃａｒｉｎａtａ(Tashiroet Onishi,
1985 ms * ), Eomiodon sp.　等の汽水生二枚貝化石を産する．
　狸谷層(Mamidani Formation)
　模式地：勝浦町狸谷
　分　布：本層は，相生町竹ヶ谷から勝浦町中伊豆付近まで，主に菖蒲層の北側に分布している．
　岩　相：本層は，層厚200～250 m で，菖蒲層に整合に重なり，主･に泥岩・砂岩・泥岩互層より
成る．なお，菖蒲層と狸谷層との区分については，明らかに水域の異なる堆積環境が考えられるた
め，菖蒲層最上部の砂岩・泥岸互層から泥岩層へと変わる部分にそ９境界をおいた．
　泥岩層は，狸谷で約200 m， 他所でも130～140 m はあり’，本層の大部分を占める，泥岩は，下
　＊　日本古生物学会1985年会（東京）にて講演　　　　　　　　≒　，
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部では砂質～シルト質なものであるが，上部になるに従い，暗色を呈し，薄く成層するものに変わ
る．狸谷・内山では，本泥岩層の下部～中部のシルト質な部分より, Brae反面ntes igenoたiensis,
ｙ誼加ａ amanoi, Globocardium it汐lokiensis ms, Ｍｙｒtｅａsp. などの浅海生二枚貝化石や，
Ｃｈｅｌｌｏｎｉｃｅｒａｓ.ｓp.のアンモナイトを産する．泥岩層に続いて，本層最上部には，細粒砂岩・泥
岩互層が重なる．中伊豆では，この互層中や泥岩層上部に，薄い石炭層を挾む部分も見られる．
従って，狸谷層は，下部では海成相を示し，上方になるに従って浅くなっていったと考えられ
る．また大きく見ると，菖蒲層と狸谷層で１つの大きな堆積サイクルを構成するとも考えられ
る．
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．各地点における柱状図とその対比
　：海生貝化石　　：汽水生貝化石
●：アンモナイト　：炭質層
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：植物化石
　中伊豆層(Nakaizu Formation)
　模式地：勝浦町中伊豆
　分　布：本層は，狸谷層の北側に分布し↓一般にその北限は断層で゛古生界″として接している
が，一部，生名層（後述）におおわれていると思われる部分もある．
　岩　相：本層は，層厚約300 m で，岩相上，下部層と上部層に区分できる.
　（下部層）狸谷層に整合に重なり，下位より砂岩（疎岩）→砂岩・泥岩互層→泥岩に至る上方細
粒化の１堆積サイクルを示す．基底部の砂岩は，中粒～疎質で，また，疎岩と認識できる所もあり，
東西で粒度が異なる．続いて，砂岩・泥岩互層から泥岩層へと細粒化するが，泥岩層中にも，数枚
の砂岩層を挾むこともある．内山北方では基底部付近より, Eomiodon s必ａωanus等の汽水生二枚
貝化石を，竹ケ谷北方では，砂質泥岩中より, Pro£ocardia amanoi.£aevica?沁ｍ corpulen£um
等の浅海生二枚貝化石を産する.
　（上部層）本部層は，厚さ120～130 m で，下部で若干泥岩を挾むものの，大部分白色～灰白灰
　　　　●
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図４．模式柱状図．
　　　：海生貝化石
　　●：アンモナイト
：汽水生貝化石　　：植物化石
：炭質層　ダ･
を呈する石英質砂岩から成る．砂岩層は，中粒～粗粒で，一部2～3cmの疎を含む部分もあり，また，
上部ほど粗粒である．なお，小川(1972)は，本砂岩層の中部より, Ostrea sp.,Ｐｌｉｃａt.iila sp.
を報告している.　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　’j
　生名層：（田代・川路(1985) ) (？）
　本層の本地域内での分布は明確なものではない．しかし，狸谷北方の転石中に，本局のものと思
われる三角貝Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏ几ia（Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｃt･　jiofeoｙａｍａｉ (Yehara)を含むことや，竹
ヶ谷北方に，本層のものに類似する暗緑色砂岩（中伊豆層や傍示層には見られない）が分布するこ
とから，本地域内にも，一部本層が分布している可能性が強い．
構 造
　白亜系は，その南北を断層で画され，東北東一西南西方向に細長く分布し，一般に南側で古く，
北側で新しくなっている．各層とも北東一南西，ないし東西の走向を示すが，傾斜は，複数の胴切
りの南北性断層を境にして異り，内山・竹ヶ谷・菖蒲では30～60°の北傾斜であるが，中伊豆・
狸谷付近では，70～80°の南傾斜となっており，地層は逆転している．また吉ヶ平南方では，一部
向斜構造をなしていると思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　産出化石の考察
菖蒲層：本層より産するHayamina carinataiま，大分県の山部層の上半部から産する裁jyamina
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STANDARD AGE
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図６．本論文と従来の研究との対比
sp.や，山中の瀬林層（？）では，7Vφipononaiaりosekianaと同所的に産するＰｒｏtｏｃ＼ｐｒｉａａ sp.
(Hayami and Ichikawa, 1965)と同種か，あるいは近似種と思われる．
　狸谷層：木層からのBrachidontes igenokiensis, Globocardium igenokiensis,Ｍ-ｙｒtｅａ　ｓp.
やＣｈｅｌｌｏａｉｃｅｒａｓsp. は，高知県の南海層群神母木簡から知られる(Tashiro et Kozai 1983;
田代1985).また, ＮｅｉtＫｅａａｍａａｏｉは丿司層群荻野簡の特徴種である／頭足類化石はAptionを示
時しており，伴う二枚貝化石の時代観も矛盾しない／
　中伊豆層:本層の下部から出るEomiodon sakaωａｕｓは，高知県の介石山層を模式としている．
また本種は，同県の南海層群船谷層から多産する．介石山庖・船谷層共，最近ではAptian Igiと
考えられている（田代. 1985).中伊豆層の中部からでる丹･０£ｏｃａ?id amanoiや£aevicardium
corpulentumは, Aptian荻野層の特徴種として知られ, p. amanoiは，最近大分県小坂東方のApt
ｉａｎ層にも確認された（田中1984).　　　　　　　　･，　　∧
　生名層（？）木層からは約1（腫の二枚貝が報告された（田代・川路, 1985).しかし，いずれも明確な
時代設定に有効な化石ではなく，そのフォーナの特徴からLower Albian が推定されている．本地域
では，三角貝7）tｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s.) cf. yokoyamaiが採集されたのみであるが，木槌は，これまで
Lower Aptian には出ていず，東北の宮古簡群のUppermost Aptian からAlbianにかけて出現
しており，徳島県では，生名層の特微種でもある．本地域の生名屈（？）が生名層に対比できると
すれば，生名層は，中伊豆層上に整合に重なる地層であると考えられる．
　以上の産出化石の考察や，前章でのべた岩相の特徴などから考えると，本地域の白亜系は，高知
県の南海層群の西方延長部とみなすことができる．なお，高知県の南海簡群の最下位は，神母木屈
から始まるので，本地域の菖蒲層は，南海層群のさらに下部（神母木層よりも）から観られる事に
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図７ ．徳島県と高知県物部地域の白亜系の対比．
Ｎ．ＢＥＬＴ：　物部川層群
S. BELT：　　南海層群
なり，また，生名層は，さらに上部（萩野層よりも）を示している事になる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と　　め
　1.　徳島県勝浦川流域南方のいわゆる中伊豆層は, Upper Barremian （9）からAptianに
わたる白亜系である．
　２．　本地域の白亜系は，下位から菖蒲m (Upper Barremian （？），狸谷層(Aptian),中伊
豆M (Aptian)の３層から構成され，最上部に生名層相当層（Ｌｏｗｅｒ Albian)が重なる.
　3.これらの白亜系は，岩相，および動物相の共通点からみて，高知県物部地域の物部川流域の
南方に分布する白亜系南海層群の東方延長部にあたると考えられる．
　４．これらの白亜系は，一般に南側は，鳥ノ巣層群や三宝山帯のいわゆる古生界と断層関係で接
し，北側は，しばしば，蛇紋岩体を介して，いわゆる秩父帯中帯の古生界と接する．
　５．本地域白亜系の北側に分布する白亜系物部川層群（立川・羽之浦・傍示・藤川の諸層）とは，’
岩相，動物相を異にし，その堆積サイクルも異なっている．
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Plate
　　　　　　　　　　　　図　版　説　明
Ｈａ：ｙａｍｉｎａ　ｓp.（Ｈａｙａｍｉｎａ　ｃａ凡ｎａtＱ Tashiro et Ohnishi)
　　Fig. 1: 右殻内型ゴム型，×１；菖蒲層
　　Fig. ２： 左殼外型ゴム型，×１；菖蒲層
　　Fig. ３： 左殻内型ゴム型，×１；菖蒲層
Eomiodon (？) sp.
　　　Fig.4 : 左殼外型ゴム型，×１；菖蒲層
Nａｎｏｎａｕiｓsp. cf. Ｎ，ｙofeoｙａｍａｉYabe et Nagao
　　Fig. ５： 左殼外型ゴム型，×１,５：狸谷層
BｒａｃｈｉｄｏｎｔｅｓｉｇｅｎｏｆｅｉｅｎｓiｓTashiro et Kozai
　　Fig. 6 : 左殼外型ゴム型，×２；狸谷層
Tｒｌｇｏｎｏａｒｃａｓｐ.
　　Fig. 7 :右殻内型ゴム型，×２；狸谷層
Gｌｏｂｏｃａｒdiｕｍ ｉｇｅｎｏｆｅｉｅｎｓiｓTashiro et Kozai Ｍ. S.
　　Fig. 8:右殻外型，×２；狸谷層
“Ｍ:ｙｒtｅａ"ｓp･
　　　Figs. 9， 10 : 右殻外型ゴム型，×２；狸谷層
NeitｈｅａｓｙｒｉａｃａａｍａｎｏｉHayami
　　Fig. 11 : 左殼外型ゴム型，×2.5;狸谷層
Lｏｅｕｉｃａｒdiｕｎａｃｏｒｐｕｌｅｎtｕｍ.（Ａｍａｎｏ）
　　Fig. 12 : 左殼ゴム型，×1.5;中豆津層
Lｅｐtｏｓｏｌｅｎ.sp.
　Fig. 13 : 左殻内型，×1.5;中伊豆眉
PｒｏtｏｃａｒｄｉａａｍａｎｏｉTashiro et Matsuda
　　Fig. 14 : 右殼外型ゴム型，×1.5;中伊豆層
Eｏｒａｉｏｄｏｎ　ｓａｉｉａｕia几ｕｓ(Kobayashiet Suzuki)
　　Figs. 15， 16 : 左殻外型ゴム型，×１；中伊豆層
Cｈｅｌｌｏｎｉｃｅｒａｓsp.
　Fig. 17，18, 19；×25；狸谷層
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